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大 会 発表 要 旨1994.11.12.

ア ー トとデザ イ ンの接 点

木村光佑/京 都工芸繊維大学

版画や彫刻 を創作 し,作 品発表 してきた自

らの経験 をふ まえて,「 アー トとデザインの

接点」を考察 してみたい。

私がデザインと関わる機会は,こ れまでに

三度あった。

最初 は,京 都市立美術大学(現 ・芸術大

学)日 本画科を卒業して,広 告代理店に就職

した時である。二度目は勤めて五年目に大病

を患い,療 養中に時間を持てあましてコラー

ジュを制作 したときであり,三 度目は,1987

年から京都工芸繊維大学に研究室を持 った現

在である。

三度の機会 における時代の流れ と,私 自身

の心情的な変化を見っめながら個人的体験 を

通 して,デ ッサン,コ ラージュ,デ ザインを

キーワー ドに振 り返ってみる。

京都市立美術大学では,鉛 筆デッサン,細

密画デッサ ン,彩 色法の手ほどきを受け,日

本画の基礎 をマスターした。

日本画は,物 を大 きなマ ッスとして見るの

ではなく,デ ィテールの寄 り集 まりとして物

を把える。 その彩色法は決 して厚塗 りではな

く,色 を何度 も塗 り重ねて一つの色を出す。
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例 えば,緑 色を出すためには,初 めに黄土色

をひ き,緑 青の薄い色を塗 り重ね ることで,

鮮やかな緑を表せる。色 を重ねるときたなく

なるのが普通だが,か えって鮮やかになる術

は驚 きであり,新 鮮な発見であった。

広告代理店では新聞広告,ポ スター,パ ン

フレット等のグラフィックデザインを担当し

た。机上でデザインをするだけでなく,そ れ

らが製品化される過程,即 ち製版 ・印刷プロ

セスにも関与 した。

美大で学んだデッサンは,対 象物そのもの

だけを見るのではな く,対 象物の向 こう側に

あるものを見て描 くことだった。 これをグラ

フィックデザインに置き換えると,メ ディア

となる印刷インクの知識はもとより,製 版 ・

印刷技術を熟知し,そ の可能性を試 した うえ

で作品を制作して,見 る人々の心を捉えるこ

とだ と判断した。この経験が,そ の後版画を

制作するきっかけになった。

勤めて五年目,十 二指腸潰瘍で入院した。

コールタール状のものを下血 し,医 師から臨

終を宣告されるほどひどい症状だった。昼 も

夜 も輸血の続 く日が一カ月以上 に及び,い く
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らか元気を取 り戻 した。時が過 ぎ去るのを早

いと思った ことはあって も,遅 い と感 じたこ

とはなかった私 にとって,こ の時の思いがけ

ない入院生活が人生を瞬時止めたのだった。

外科病棟に入院 していたが,手 術ができる

状態ではなかったので,内 科で気長に治療し

よう とい う ことになった。 「な るようにな

れ」 と半分あきらめの気持ちが生 まれ,退 屈

しのぎに絵 を描 き始めた。

スケッチや彩色 は,病 人にとって,大 変な

エネルギーを要する作業である。何かいい方

法はないだろうか と考えて,雑 誌や新聞から

写真やイラス トを切 り取 り,そ れらを貼 り合

わせて作品を作 ることにした。切 り取った写

真それ自体はそれぞれのテーマを語 りかけて

いるが,こ れを寄せ集めることで,違 った世

界が表現できることに気づいたのだ。

これがコラージュという技法で呼 ばれてい

ることを,後 で知 った。

今思い返 してみると,こ の時の病気が人生

を大 きく変えたように思 う。サラリーマ ン時

代の生活空間を抜け出 し,同 じ一生なら創作

の世界 を目指そうと考えるきっかけになった

のだ。それからの数年間は,輸 血による肝炎

の感染で季節の変 り目になると,必 ずジン麻

疹がでた。そのような生活だか ら病身に合わ

せたペースで,妥 協 しなが らコラージュの よ

うな断片的な日常生活 を送った。焦 りはあっ

たが,自 然の流れ に人生をまかせるしか,私
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の生 きる道 はなかった。

現在研究室を持っている京都工芸繊維大学

では,版 画 ・彫刻 ・壁画などの制作 と,そ れ

らのアー トをデザイン ・映像にどのように生

かせるかを,研 究テーマにしている。

私はデザインをする場合 も芸術作品 として

制作し,逆 に芸術作品を作る時には時代感覚

をキャッチし,そ れを反映 させようと試みる

ことが多い。アー トとデザインとの間の境界

は,私 の中ではかなり曖昧になっているとい

えよう。芸術作品 とデザインは何の矛盾 もな

く,結 びつ くのである。

アー トとデザインの接点の模索が,私 の一

生のテーマであ り,今 後 もそれを追求 しよう

と考 えている。そしてデ ッサン,コ ラージュ,

デザインは作品 を制作するうえだけではなく,

自分自身の人生 その もののキーワー ドといえ

るか も知れない。

生きてい くことそのものが芸術のようなも

のだし,人 生 は自分にとっての最高のデザイ

ンだからである。
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